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１ この活動のねらい 

  前時に学習した基本英文を活用させることでその定着を図るための活動です。授業の導入の場面で 
前時の学習の復習として位置付けると，生徒も学習したことを覚えていて，より効果的です。 
 
２ 活動例 

  基本英文「It＋be動詞＋～(＋for～)＋to 不定詞」を使った例で説明します。 

 ① 新出文法に慣れる活動 

 

 

 

 

 ② ①で書いた文を参考に，目的や相手に応じた文に書き換える活動 

 

 

 

 

 

③ ②で書いた文に，接続詞を使って一文加える活動（←ここがポイント） 

 

 

 

 

３ 生徒作品例 

  この例は，１時目に It for to 不定

詞の文構造を学習した後で，２時目に，

「because に続けて理由を１文書いて

みよう。」と指示しました。３時目では，

because 以下の英文が書けるようにな

りました。 
 
 
４ 他の生徒作品例 

  「基本英文＋接続詞」の組み合わせ

は，まとまりのある英文を書く力を付

けるために効果的です。もう一つの例

を紹介します。これは前時に接続詞

because を学習して，本時で look＋形

容詞を学習したときのものです。 
 

前時の基本英文に１文加えよう 

教師の指示例 

「It＋be 動詞＋～(＋for～)＋to 不定詞を使ってたくさん英文を書こう。」 

教師の指示例 

「It＋be 動詞＋～(＋for～)＋to 不定詞を使って，『東京がいいか地元がいいか』という

テーマについて自分の考えを書こう。」 

教師の指示例 

「昨日書いた英文に，接続詞 because を使って,もう一文加えて書こう。」 


